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文武両道による人格の形成 
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（
右
が
名
刺
に
書
か
れ
た
和
歌

で
す
） 

速
報
！ 

東
播
磨
大
会 

【
陸
上
部
駅
伝
】 

男
子
２
位 

女
子
４
位 

【
演
劇
部
】 

最
優
秀
賞
（
優
勝
） 

県
大
会
で
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
合
唱
は
来
年
の
２

月
に
加
古
川
市
民
会
館
で
行

い
ま
す
。
こ
れ
も
昨
年
は
大

変
好
評
で
し
た
。
こ
ち
ら
に

も
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。 

  

創
立
百
周
年 

こ
ぼ
れ
話 

 

前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た

本
校
の
創
立
100
周
年
記
念
式

典
で
す
が
、
来
賓
と
し
て
来

ら
れ
た
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知

事
が
、
本
校
の
な
ま
え
を
読

み
込
ん
だ
和
歌
を
作
ら
れ
て
、

祝
辞
の
時
に
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 そ

れ
が
次
の
歌
で
す
。 

            

ちょっと一言  

１２月１５日、１２月２２日の美術部、書道部主催の体験講座に参加ご希望の方は本校までご一報

ください。（０７９－４２４－２４００） 本校の美術部、書道部は全国総合文化祭（文化部のインターハ

イ）の常連出場校で、その作品は兵庫県教育長室にも飾られています。また、過去の秀作は校長室

前をはじめ校内のいたるところに常設展示され、文化の香りする学び舎となっています。 創立１００

周年記念式典は終わりましたが、加古川西は新たな夢へ、新たな希望へと進んでいきます。 

 

 
＜完成したミニ作品＞ 

       

今
年
も
加
古
川
西
高
校
の

イ
ン
ス
パ
イ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。 

 

昨
年
行
っ
て
好
評
だ
っ
た

美
術
、
書
道
、
そ
し
て
合
唱

は
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
美
術
は
12
月
15
日
、

「
ア
ク
リ
ル
絵
具
体
験
講
座
」

と
い
う
こ
と
で
、
ア
ク
リ
ル

絵
具
の
話
題
満
載
で
、
実
際

に
使
っ
て
行
う
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

       

ま
た
書
道
は
12
月
22
日
、

「
た
の
し
い
書
道
教
室
」
と

い
う
こ
と
で
、
ミ
ニ
作
品
作

製
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

             

こ
れ
は
小
さ
な
色
紙
に
自

分
の
好
き
な
言
葉
を
書
き
込

み
、
枠
に
入
れ
て
仕
上
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

当
日
に
使
用
す
る
材
料
の

費
用
な
ど
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。 

イ
ン
ス
パ
イ
ア 

ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

 


